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Calculated MW:47 kDa; Observed MW:54 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、多数の癌において高頻度に変異する腫瘍抑制因子として同定されました。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルイノシトール-3,4,5-トリスリン酸3-ホスファターゼです。テンシン様ドメインに加え、二重特異性タンパク質チロシンホスファターゼに類似した触媒ドメインを有しています。ほとんどのタンパク質チロシンホスファターゼとは異なり、このタンパク質はホスホイノシチド基質を優先的に脱リン酸化します。細胞内のホスファチジルイノシトール-3,4,5-トリスリン酸の細胞内濃度を負に制御し、AKT/PKBシグナル伝達経路を負に制御することで腫瘍抑制因子として機能します。非標準的な（CUG）上流開始部位を用いることで、ロイシンで翻訳を開始するより長いアイソフォームが生成され、ミトコンドリア内膜に優先的に結合すると考えられています。この長いアイソフォームは、ミトコンドリアにおけるエネルギー代謝の調節に関与している可能性がある。この遺伝子の擬似遺伝子は9番染色体上に存在し、選択的スプライシングと複数の翻訳開始コドンの使用により、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2015年2月]
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	PTEN ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。

